
熊本県宇土市 冨松 志保 不動産利活用

前職で得た建築物のリノベーション手法を生かして，地元に眠る空
き家を活用し，まちを活性化したいと思い応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（電話番号）0964-22-1111(宇土市役所代表)
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなどのURL】
Facebook:https://www.facebook.com/uto.okoshi
Instagram:https://www.instagram.com/ureactivation

再生空き家で子ども向けワークショップなどを企画し、プログラミング教
室や、eスポーツイベント、また工作や実験などの体験ができる、遊べ
る学び舎として運営していきます。協力隊卒業後は「空き家を学び
舎に」をコンセプトに、教育コンテンツを入れた空き家活用の事業に
取り組んでいきたいです。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●空き家リノベーション事業
令和３年度に旧商店の空き家を４か月かけてセルフ
リノベーションさせました。リノベーション後は、
地域の方へのお披露目そして熊本県地域おこし協力
隊の研修会場としても利用しました。

●子育て世代交流の場としての空き家活用
令和４年度からはリノベーションした空き家を子育
て世代交流の場として活用しています。毎週木曜日
に親子サロンを開設、また、毎月第３木曜日にはヨ
ガ体験会とお茶会を開催。０歳から３歳の子を持つ
母親同士の交流の場になっています。

●子どもの学び場としての空き家活用
令和４年度からはリノベーションした空き家で子ど
も向け（主に小学生）学びのイベントを実施。子ど
もの学び場として空き家を活用しています。４月に
は県外から講師を招き、科学実験教室を開催。１１
月からは隔週土曜日に工作イベントを開催予定。

【年 齢】
31歳

【出身地】
熊本県宇土市

【転出元】
熊本県熊本市

【前 職】
建築意匠設計

【活動時期】
R1.7～

（3年目）
※途中育児休暇取得
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